
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

コンクリートワイヤレスセンサ 

 コンクリート構造物の性能変化をモニタリングすることは，安全管理および劣化予
測のデータ収集のため必要不可欠です。本センサは，コンクリート構造物内10m

深度に埋設可能で、温度、鉄筋応力、歪等を長期間安定的に計測できるワイヤ
レスセンサです。ケーブルが無いために設置の自由度が高く、耐雷性に優れます。
１日１回の計測頻度で約10年の連続モニタリングが可能です。 

研究のポイント 

装置の概要 

重力式コンクリートダム（堤高28.4m，堤頂長105.0m）において，通信試験を行い，
最大24mの無線通信が可能であることを確認しました。 
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図１．センサの概要 図２．センサの設置過程 

寸法はΦ48×130mm程度と小型で（図１），設置方法も簡便です（図2）。 
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